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SUMMARY : A cat was brought to us for the treatment of depression， anorexia守 andhypovolemia. We performed 

an adrenocortkotropic hormone (ACTH) stimu1ation examination. radiography， ultrasonography， and cornputed 

tomography， On the basis of c1inical symptoms， a low cortisol level， microcardia. small pulmonary vessels， and 

small adrenal glands. the condition '¥vas diagnosed as hypoadrenocorticism. Imaging fmdi.ngs were useful for ob 

taining additional infonnation on hypoadrenocorticism. Although hypoadrenocorticism in cats目 extremelyrare， 

we wo叫drecommend its consideration as a differential diagnosis for cats with nonspeci古cclinical symptoms and 

hypovolemia 
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要約 元気消失，食欲不振を主訴とし， 循環血液最低下を呈した猫に ACTH(adrenocorticotropic hormone)刺激試験，

X線検査j 超音波検査および CT検査を実施した。臨床症状，コルチゾール値低下，小心症，細い肺li血管を伴う循環蜘

液量減少とともに小さな副腎の所見から，副腎皮質機能低下症と診断した。画像検査は，面IJ腎皮質機能低下症の補助診

断として有用であった。猫の副腎皮質機能低下症は極めて稀な疾患ではあるが，非特異的な臨床症状と循環血液量減少

を呈する猫に対して，犬と同様に画像診断上， 副腎皮質機能低下症を考慮する必、要があると考えられた。

キワ ド 猫， /ilIJ腎皮質機能低下症，超音波

は じめ に

畠IJ腎皮質機能低下症は，副腎皮質の機能異常によるグ

ルココルチコイドとミネラルコルチコイ ドの欠乏で，元

じ動物臨床医学 18(2) 31-34，2009) 

気消失，食欲不振，体重減少，唱吐の非特異的症状およ

び脱水，低体温の所見を呈する疾患である固病態の進行

により，電解質異常や循現血液量減少を呈し1 早期に治

療を行わなければ，致命的な経過をたどることもある [1]。
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本疾患は，犬ではしばしば遭遇するものの [2]，猫では

極めてまれな疾患であり 1983年に初めて報告 [3]されて

以来，圏内での報告はほとんどなく，国際的にもわずか

に報告があるのみである [4-7]

今回，元気消失，食欲不振を主訴に来院し，身体検

査によって循環血液量低下所見がみられた猫に対して，

ACTH (adrenocorticotropic hormone)刺激試験， X線

検査，超音波検査， CT検査により原発性副腎皮質機能

低下症と診断した症例にi直通したので報告するa

症 伊l

症例は日本猫 (3歳 7カ 凡 体 重 6.95kg) の去勢済み

雄で，ワクチンは未接種，完全室内飼育で既往歴はなかっ

た。前日から突然の元気消失，食欲不振を主訴に来院した。

下痢や嘱吐は認められず，体温は 37.2
0
Cと低体温を呈し

ていた

初診時の全血球数検査，血液化学検査および電解質検

査所見を Table1に示す。全血球数検査では RBC13.17 

X lO'IIJ.1J， Hb 17.1 gldU， PCV 54.5%，血液化学検査で

はBUN86 nザdPおよびCre2.8 mgldUと増加がみられた。

また，電解質臭常は認められなかった。全血球数検査か

ら脱水の所見が示されたことから， ACTH刺激試験を実

施したところv 投与 l時間後のコルチゾール値は 1.0l1f( 

IdU以下と低値を示した [6.7loまた，猫免疫不全ウイル

ス抗体検査，猫白血病ウイルス抗原検査，猫コロナウイ

ルス抗体検査，トキソプラズマ凝集抗体検査を実施し，

全て除外された。

単純 X線検査所見では，小さな心臓，細い肺血管およ

び後大静脈とともに肺野の X線透過性の克進を認め，脱

水，循環血液の喪失1 もしくは副腎皮質機能低下症が示

唆された (Fig.l.2) 0 腹部の異常所見はみられなかった。

臨床症状， ACTH刺激試験で低コルチゾールの結果，身

体検査所見およびX線検査による循環血液量低下所見か

ら，副腎皮質機能低下症と診断した。さらに， 1M腎を精

査するために，超音波検査を実施した。超音波検査では，

短径はそれぞれ右副腎は 2.4mm，左IlI'J腎は 2.6mm (参考値

， 4.5土 1.0mm，3.8士 0.8mm [8])であった (Fig.3)。

さらに， CT検査では，左右両側の副腎はいずれも確

認できなかった。また，大動脈および後大静脈は通常の

猫と比較して細く認められた (Fig.4.矢印)。

初診時，血液検査では電解質異常を伴っていなかっ

たため，対症療法として輸液治療を開始した。その後，

電解質に異常値 (Na/K24.2) が出現したため [9]酢

酸フルドロコjレチゾン (Florinef.Bristol-Myers SQuibb 

Australia， Australia) を低用量 (0.025mgl日)から開始

した [6.7l。臨床症状と電解質検査結果に応じて酢酸フ

ルドロコルチゾンを 0.2mgl日まで漸次増量したところ，

改善がみられ，現在まで2年 2カ月の間，良好に維持さ

れている。

Tablel 初診時血液検査所見
WBC (/μQ) 11000 BUN (町唱/deJ 86 

RBC (X 1061μQJ 13‘ 17 Cre (町沼/dUJ 2.8 

PCV (%) 17‘I Glu (昭/dUJ 80 

Hb (g/d，の 54.5 TBil (肌副dU) 0.2 

Plat(Xl03/μQ) 144 AST (IU/O) 22 

ALT (IU/m 55 

Na (mmol/ll) 141 ALP (IU/O> 50 

K (mmol/.o> 4 TP (g/dUJ 7.3 

Cl (mmol/()) 116 Alb (g/dUJ 3.3 

NaJK 35.3 TCho (昭/dUJ 77 

Ca (mg/dUJ II 

Fig.l 胸部X線VD協1.小さな心臓，細い肺血管(矢印}およ
び肺野の X線透過性の冗進が認められた。

Fig.2 胸部X線Lateral倣.小さな心臓，細い肺血管(矢印)お

よぴ後大静脈とともに肺野の X線透過性の冗進が認めら
れた.
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Fig.3 左右首l腎の腹部超音波検査倣 (a 右副腎2.4rn瓜 b 左目l腎2.6mm)o小さな副腎が認められたa

Fig.4 腹部CT横断像.CTでは左右いずれの副腎も描出することができなかった.細い大動脈 (AO)およ

び後大静脈 (CVC)を矢印で示す.

考 察

猫の1M腎皮質機能低下症は，外傷性 [10)または艇場

[ 11)に続発して発症する乙ともあるが1 原発性の発症は

まれな疾患である。本症例は，初診時の臨床症状，身体

検査および血液検査による循環血流量低下所見が，犬の

副腎皮質機能低下症に類似していたととから， ACTH刺

激試験を実施した.ACTH刺激試験の結果は，国l腎皮質

機能低下症を支持するものであったが，さらに副腎が小

さいことを裏付ける目的で，超音波検査を実施した。過

去に超音波では小さな副腎を摘出することは難しいとの

報告があるが[12)，今回は超音波検査では， 左右の正常

よりも小さい副腎の画像が得られた。画像診断機器の進

歩はめざましく，今回，副腎を描出することができたこ

とから，今後超音波検査が猫の副腎皮質機能低下症の補

助診断として有用であると考えられた。一方， CT検査

で両副腎を確認できなかったことは，副腎を CTで描出

するためには， CTの空間分解能 (0.6X 0.6 X 1.0 mm) 

が不足していた可能性がある。また，今回は呼吸停止撮

像を実施しなかったため，呼吸性の移動によりスライス

面から則腎が逸脱した可能性も否定できない。これらの

画像所見は， ACTH刺激試験で診断された副腎皮質機能

低下症を強く支持したa

これまで国内において猫の副腎皮質機能低下症の報告

はほとんどなく，極めて稀な疾患にi盟過した。非特異的

な臨床症状と循環血液量減少を呈する猫に対して，犬と

同様に画像診断上， /oIJ腎皮質機能低下症を考慮する必要

があると考えられた。また，副腎皮質機能低下症の補助

診断として，面IJ腎の大きさの確認に，画像検査は有用で

あった。
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